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　（讐）　 ミ ト コ ソ ド リア の 形 が 滲透壓に よ つ て 影響 さ れ る こ とは 勿論 で あるが ， た ぐ 申透牲瞑 に包 まれた小

體 で は な く球状 に膨大 す る に は 内部に掻抗 が あ る と考 え られ る。 ミ ト コ ン ド リア を單離する に は い わ ゆる等

張液
i
｛｝ltた ら引 高張液を 用い ねぱ な ら，i　iこ とは Claude 等 と同意見 で ある。

、　　　　　　　　　 細胞分裂とミ トロ ン下リア　牧聾佐 ＝ 郎 ・中原皓（北大 ・理 ・動 ）

　　フ キ パ ツ タ の 腹部 に 等張葡萄蕊 液 （6・73　％） に 1 ％ カ フ エ イ ン を加 えた液 をXU　O・2cc 浅射し ・そ の 瞳液 で

精母細胞 を懸滴に して位相差顯綬鏡を使 つ て 觀察 した 。 紡錘體の 作用が 弱め られ るよ 5で 後期に お け る染色

盟 群 の 兩 極 へ の 移 行 が 種 々 の 程度 に 妨 げ ら れ る 。 然 し コ ソ ド Y 才
’7 　一・ム et正 常 の 場合と ほ ぼ 同様 に 束状に 配

列 し て 伸張す る 。 細胞質 の くび れは コ ン ド y オ ソ 幽ム の 束の 中央部に 向つ て そ の 最 も接近 した表面 か ら行わ
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

れ る 。
コ ン ドリ オ ソ 鰯ム が り

一
ドし て vsる よ 5に み え ， しか も

一
見紡錘短の 行動 とほ關係な くみ え る よ 5な

’
細胞膿 の 分裂 が屡 々 起る 。 その 結果 、

一方に は 一つ の 復舊核或 は 2 箇 の 娘複 を含み
一

方 には無核の 細 胞が 形

成 さ れ る。比 較 的長 時 間 カ フ エ イ ン が 作用 して 後期 に 入 つ た細胞で は 染色饐 は 細胞内 に 散亂す る群 コ ン ドリ

オ ソーム は 上遞 の よ 5な行動をす る 。 核分裂後 に お け る細胞體 の 分裂には コ ソ ド リオ ソ
ーム が 或程度 の 役割

を つ と め て い る の で は ない か と思 われ る 6

　 （問） Lycorine 處理 で も同 じ樣な無棲の 細胞が 出來たが 2細胞が 融合す る とい 5よ 5な現象は　caffelne

隠 理 で ほ 見 られ な か つ た か 。 （北 爪由 二 ）

　 ｛＃）　 ま だ み て い な い 。 長 時聞處理 し た もの に そ 5思 わ れ る よ 5な もの もあつ た よ 5に記憶 す るが ， 確寳

　で は な い b （牧野 ）

　 （問 ）　アナ フ エ ーズ の ミ F コ ン ド．リ ア の 粲 りが 伸びる時期 に ，
ミ
’
F ＝ ン ド リ ア は 個 々 離れて い るか 互 に 附

〒

着 し て い るか 。 （團勝層）

　　（ts
’
） 手製 の 位相差顯微鏡で み た所で は ，こ の 際に お げ る コ ン ド yt ソ ・一ム は 互 に 融着して 束釈に なつ て

　みえた 。 （牧野）

　   ） ミ ト コ ン ド リ ア の 變形に つ い て 位相差顯diSXPi見 の 際 に何か で 染亀きれ たか ・ （長谷芳美）

　 （答 ） 生 の ま N で ， 染色處理は何 もほ ど こ して ない 。 （牧野）

　　　　シ ヨ ウジ ヨ ウバ 呂 の 低週抵抗性と そ O 遺傳　大垣昌弘（國立遺傅）・北田仁一（浪速大 ・農）

　25 ° C で 飼育 した DresqPhila 　malanesaster 及び D ．　viritis の 3令幼虫を 0 ° C で種 々 の 時間處理 し，

そ の 翊 化奪よ り低温 に對 す る抵抗性 を し らぺ た 。 前者 ほ約 30 時 閲處理 で 大體全減す るが ， 後者 ほ 200 時間

處理 して も全滅 ナ る に 棊 ら な い 。 前者 7 系統中 Ste ▽ env 慧le （野生 型）が 最 も強 く，　 bw が そ の 弐，　 w ，　t　PXJ

cn
，
　Oregon　R −S （野 生 型），

　 Oregon （野 生 型 ）等が最 も弱い グ ル ー
プ に 醐す る 。 後 考 6 系続中 で は ヂ

’
sill

，

sii6 の 2 系 が 最 も強 い 群に 屬 し ，
　 ac 　g1，

　eb
， 大谷地 （野生型），　 Ky135 （野 生 型 〉が 次の 群で上田 ｛野生 型）が

最 も弱 か つ た 。 　D ．melanognstcr で之等系統間の 交配を行い 雜種第 1 代 の 低湿抵抗性を見る とた い て い 兩

親よ り強くな る。特に bw と px の 交配 で は bw を碓に し た方 が px を雌に とつ た時よ り著 しく強く母

性 の 影響が ある と思 わ れ る 。

RE 々蝿 D ・卿 嫐 酬 f・ 1二於 け る 粗 （の 因子醸 現黼 第 鰯 坂糠 彦 （岩手大 驤゚ ）

　　黒猩 々 蠅の 出 目因子 の 發現 は發育途上 の 環境に著し く左右 され る 。 低温飼育 は t2 因子 の 輦現 を 少 し く助

長す るが 高潭は 反封に繝 的 に 働 く・ 目亅ち 33°

± 10C に て 玉蜀黍飼料を用い て 飼育 し た結果は 32・62％ の t2

眼を蜜ヒた が 25e± 1。C で は 7＆78％ の t：
眼 を生 じた 。

又 ・ ・c1 を驟 ・・ 孟
．
驫

，
壷

，
痛 （・ ・1）の 割合・・加 ・ 短 綱 料 で ・・°

±．・
°・ ・ 飼亂 た鰈

壷 m ・・畷 大 の ？5… ％ の 崛 姓 じSEe ・ し曙 ・… 喉 嬢 蹴 貼 漁 か つ た ・

　（問） 劉 化 リチ ウ云の 高濃度液を作用させ た場合 の 率が 低い こ とは 高濃度の 方が 作用溶 少い とX5 の か 。
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